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ニュージーランドのラーニングストーリーを基盤にした日本におけるポートフォリオの活用に関する予察

1. はじめに

　1996年，ニュージーランドは乳幼児カリキュラム（テ・
ファーリキ：Te Whāriki1））を施行した2）。現在，そのカリキュ
ラムと整合性のある新しい評価方法（ラーニングストー
リー：Learning story3））を用いて，保育計画を立て，保護者
や地域と協働的な保育を展開している4）。日本国内でも保育
の場でポートフォリオ5）を活用し，実践に取り入れる園が増
えつつある6）。そこで本研究では，国内でラーニングストー
リーの考え方を基盤にポートフォリオの活用を先駆的に展開
している園への取材から，その現状を明らかにし予備的な考
察を行う。

2. 先行研究と本研究の視点

　平成20（2008）年に保育所保育指針が改訂された際，第
４章序文に「保育所は，保育の計画に基づいて保育し，保育
の内容の評価及びこれに基づく改善に努め，保育の質の向上
を図るとともに，その社会的責任を果たさなければならな
い。」と示された7）。また，令和３年には文部科学省より「指
導と評価に生かす記録」という資料，専門性を高めるための

記録の在り方，その記録をどのように生かすか，実践事例を
踏まえて解説したものが刊行されている8）。記録を活用した
保育の質向上について，さまざまな記録方法や事例が紹介さ
れているが，個の育ちの記録に着目した事例は紹介されてい
ない。現在も「保育の質」，「保育における評価」，より良い
保育記録の在り方について議論は続いている9）。また，教育
要領や保育指針にあるとおり，地域に開かれた教育・保育で
あること，より一層拡充した保護者支援を行うことが今日の
保育機関に求められている10）。
　一方でニュージーランドの乳幼児カリキュラム，テ・
ファーリキは2004年に OECDによって優れた実践として紹
介されて以降，世界的に注目されている11）。日本国内でもテ・
ファーリキやラーニングストーリーについての研究が進んで
おり12），飯野（2009）はニュージーランド国内でのラーニン
グストーリーの評価活用について，「『子どもの学びの生起』
という点に焦点を当て，それに対して多様な関係者の『声
（Voice）』が評価として記録に生成することで，教師と共に
保護者をも内包した評価がもたらされていること」を看取し
ている13）。また，デジタルポートフォリオの効果とその導入
可能性に関する守と松井（2021）の研究では，現場と保護者
「双方のコミュニケーションが促進され，関係構築に好影響
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要　　旨

　ニュージーランドでは乳幼児カリキュラム「テ・ファーリキ」のもと，ラーニングストーリーを保育アセスメ
ントとして活用している。日本でも保育の場でラーニングストーリーの考えを基盤にポートフォリオを活用し，
実践に取り入れる園が増えつつある。そこで，本研究ではポートフォリオを活用している園への取材から，その
現状を明らかにした。ポートフォリオの活用は各園の保育観や課題に沿って展開されていることがわかってきた。
現地取材では，子ども自らがポートフォリオを活用し学びを広げる姿や，ポートフォリオのアプローチから保護
者が子どもに対する見方や考え方を豊かにする姿がみられた。ポートフォリオの活用により保護者が保育参加の
当事者として関わる姿勢が生まれ，単なる保育評価ではなく，保護者とともに子どもを育てるための活用可能性
が示唆された。
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表１．インタビュー項目

質問１．いつから
質問２．導入のきっかけ
質問３．アナログかデジタル その理由
質問４．現在，活用において何を期待しているか
質問５．利点・欠点 負担だと感じること
質問６．こだわりやルール，書き方や構成
質問７．今後の展開　希望　継続

質問８．使用前と変わったこと，感じること
　　　　(a) 子ども
　　　　(b) 保護者
　　　　(c) 保育者
質問９．保護者の意見や感想
質問10．日常の保育の中での位置付け
質問11．その他

表２．３つの観点とインタビュー内容の整理

①導入の時期と理由…〔導入開始〕，〔導入の理由・きっかけ〕
②形態と内容… 〔使用形態〕，〔期待すること〕，〔こだわり・ルール〕， 

〔保育の中での位置付け〕
③導入による気づきや今後について… 〔利点〕，〔欠点〕，〔導入前と比べての気付き〕， 

〔保護者の姿〕，〔今後の希望，課題など〕
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を与えた」と推察している14）。以上から，ラーニングストー
リーは子どもを見る視点（カリキュラムの視点）をもとに，
子どもの学びを捉えて記録する評価方法や作成の過程で保育
を振り返り保育計画として活用するだけではなく，保護者と
ともに保育を展開する上で一定の有用性があると考えられ
る。どのように保護者との協働的な保育が展開されているの
かを明らかにすることは，本研究において重要な視点となる。
　本稿では，国内でラーニングストーリーの考えを基盤にポー
トフォリオを活用している園の現状はどうなのか。その実態
と課題を探り今後の実践研究における視点を明らかにする。

3. 研究の方法

　2021年８月～９月にかけて，日本でラーニングストーリー
の考えをもとにポートフォリオを展開している４園（Ａ園15），
Ｂ園16），Ｃ園17），Ｄ園18））へ半構造的なインタビュー19）を行っ
た。インタビューを受けたのは，自園のポートフォリオをよ
く理解している園長等20）である。
　事前に質問項目（表１）を提示し，当日は項目に沿ってイ
ンタビューしながら，派生した内容についてはさらに掘り下
げてインタビューを行った。さらにインタビューの内容から
顕著に特徴がみられるＣ園とＤ園においては，現地に赴き参
与観察と補助的なインタビュー及び写真撮影において３～５

日間の取材を行った21）。
　インタビューの結果を以下の３つの観点で分類し（表２），
インタビュー結果を表に整理した。導入の時期や理由が
OECDによる紹介と関係しているのか22），日本の保育の全体
的な課題を受けた導入動機が挙げられるのかを明らかにする
ため，観点①を設定した。また，ラーニングストーリーの活
用をそのまま取り入れることはカリキュラムが違う以上困難
であることが推測できたため，活用のためにどのような工夫
がみられるのか，ラーニングストーリーの利点を日本の保育
においてどう活かしているのかを明らかにするべく観点②を

設定した。観点③は，継続して活用することで明らかになっ
た気付き，特に保護者の姿や今後への活用の見通しがあるか
どうか，明らかにするために設定した。
　まず整理した表をもとに，３つの観点を踏まえて園ごとに
活用の特徴について考察する。次に観点別に考察し，ポート
フォリオ活用の全体的な傾向や特徴について考察する。さら
に，現地取材を行ったＣ園とＤ園について，参与観察での事
例や写真，保護者への半構造的なインタビュー結果をもとに，
補助的考察を行う。
　これら日本のポートフォリオの活用実態を考察することに
より，ポートフォリオを通した保護者との協働的な保育の展
開の在り方について今後の研究における示唆を得ることとす
る。

4. 結果と考察

4.1　各園の現状

　インタビューの結果は表３に整理した。以下，各園の現状
を説明する。
Ａ園

　Ａ園はパソコンで作成後，ファイリングをして絵本コー
ナーに置き，子どもが手に取って活用できるようにしている
（a1,8）。それは，子どもたちが自分の姿を振り返り，自信に
つなげられるようにするためであることがわかる（a5,6,10）。
子どもたちだけではなく，保育者がポートフォリオを読み保
育を振り返り（a4,11），保護者に子どもの姿を伝えている
（a9）。
　作成の際は，子どもの成長の過程や学びの連続性を大切に
している（a7）。作成されたポートフォリオを通して，保護
者が子どもの姿を捉え，家庭で子どもの興味を広げようとす
る姿もみられる（a15,16,17,19）。保育者に対してポートフォ
リオ作成に対する感謝を示し，気づきや考えを家庭の場に取
り入れる保護者がいる一方で（a18），保育者は作成意図が保



表３．インタビュー結果

観点 項目 Ａ園 Ｂ園 Ｃ園 Ｄ園

導
入
の
時
期
と
理
由

〔
導
入
開
始
〕

開園時（2020）。 平成20年頃（2008）(b1）

＝前々回の保育指針改訂

時。

2019年４月から。それ以

前は紙媒体のみ。

（現在はアプリと紙媒体）

2009年の民営化時 (d1）。

〔
導
入
の
理
由
・
き
っ
か
け
〕

分園としてのスタートであ

り，既に本園で使用してい

たため。

ニュージーランドへの訪

問，視察がきっかけ (b2）。

保護者と一緒に子どもを育

むため (b3）。

評価の可否ではなく，一人

ひとりをじっくり見ていく

ために (c1）。保護者を含め

た園の教育に関心を寄せる

人たちと子どもの育ちを共

有するため (c2）。子どもが

自分のことを語るきっかけ

にするため (c3）。

2008年保育指針改訂時

(d2），保育の評価のあり方

や方法に疑問をもった際

に，テファリキやラーニン

グストーリーの存在を知

り，保育を評価する上で活

用の可能性があると思った

ため (d3）。

形
態
と
内
容

〔
活
用
形
態
〕

パソコンで作成，印刷。ファ

イルに入れて誰でも見られ

るように絵本コーナーに設

置 (a1）。１年に５回作成

(a2）。児童票作成に使う

(a3）。

パソコンで作成後，印刷。

ファイルに綴じる (b4）。誰

でも見られるように本棚に

設置 (b5）。毎月1枚作成

(b6）。

月に一度は作成 (c4）する。

デジタルアプリを使用

(c5）。アプリは主に保護者

が見る。アプリ上で作成し

たものを印刷しファイリン

グ。ファイルは本棚に並べ

る (c6）。子ども自身がファ

イルを他人に見せてアイデ

ンティティを確認できるよ

うにする (c7）。

決まったフォーマットに手

書き (d4），写真は印刷し

て貼る。０～２歳は月１回

(d5）。３～５歳は１年を五

期に分け，一期に１枚書く

(d6）。一人ひとりのファイ

ルに綴じる。園で個別の経

過記録としてコピーして，

保管。保育監査に使う(d7）。

〔
期
待
す
る
こ
と
〕

保育者自身の振り返り

(a4）。子ども自身の振り返

り (a5）。子どもたちの自信

につながること (a6）。

卒園後も宝物になること

(b7）。保護者との学びの状

況の共有をすること (b8）。

保護者が子どもに寄り添っ

て子育てをしていくために

活用されること (b9）。

保護者を巻き込みながら保

育すること (c8）。子育てを

ともに行うパートナーとし

て，子どもの見方，視点を

共有すること (c9）。

子どもにとってのプレゼン

トになること (d8）。保護

者もそう思うこと。

〔
こ
だ
わ
り
・
ル
ー
ル
〕

その子の実態を捉え，学び

や成長の過程を大事にする

(a7）。

園での様子を紹介する。何

をどう学ぶか，学び方をど

う学んでいるかを書くよう

にしている (b10）。園独自

の視点をもって作成する

(b11）。

勝手な憶測で子どもの気持

ちを代弁して書かないよう

にする。その子が次にどう

展開していくのか，見通し

て書ける人は書く (c10）。

「何を書きたいのか，どう

書きたいのか」をまず考え

るようにしている (d9）。

〔
保
育
の
中
で
の

位
置
づ
け
〕

絵本コーナーに普通の絵本

のように並べてあって，い

つでも好きに読める (a8）。

子どもが自分のファイルを

読む (b12）。プロジェクト

の活動記録を保護者と共有

する (b13）。

子どもが手に取って読む

(c11）。アイデンティティ

を感じられるもの (c12）。

本棚に並んでいて，子ども

はいつでも読むことができ

る (d10）。
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導
入
に
よ
る
気
づ
き
や
今
後
に
つ
い
て

〔
利
点
〕

子どもたちの学びや遊びを

保護者に伝えられる (a9）。

（ポートフォリオを読むこ

とで）子どもたちが自分に

自信をもって生活できる

(a10）。保育者が保育を振

り返られる (a11）。

成長の記録になる (b14）。

子どもの学びの物語が綴ら

れていく (b15）。

それぞれ ( 子ども，保育者

や職員，保護者 ) が自分の

やっていることを振り返

り，可視化できる (c13）。

会話のきっかけとなり，行

為を広げられる (c14）。違

う角度からの考えを共有で

きる (c15）。気付きが見え

てくる (c16）。

保育の評価の方法として可

能性がある。さまざまな気

付き，発見が保護者，保

育者にもたらされている

(d11）。

〔
欠
点
〕

作成負担 (a12）。時間確保

(a13）。制度や規定が整っ

ていない (a14）。

書類負担 (b16）。 時間の確保 (c17）。 時間の確保 (d12）。

〔
導
入
前
と
比
べ
て
の

気
づ
き
〕

子どもの知らなかった一面

を知ることができる (a15）。

家での興味を広げるきっか

けになっている (a16）。

他の保育者がどう捉えてい

るかを知り，学び合いに

なっている (b17）。様々な

見方，捉え方，考え方を知

ることができている(b18）。

職員の発想が変わってき

て，臨機応変さ，柔軟性が

みられるようになった

(c18）。

保育者が子どもの面白さに

気付くきっかけになってい

る。保育者同士で気づきが

生まれてきている（d13）。

子どもが自分の存在認識を

ファイルから感じている

(d14）。

〔
保
護
者
の
姿
〕

子どもに向き合い，考えて

いる (a17)。 感謝する姿

(a18）。子どもの興味を広

げるきっかけにしている

(a19）。

感謝する姿 (b19）。楽しみ

の一つとしている (b20）。

無関心 (b21）。

プラスの意見。保育は保育

者だけがやるものではない

ことに気付き，家庭での子

どもの姿を共有するように

なってきている (c19）。

子ども・自分自身を振り返

り，子どもの新たな姿に気

付く姿 (d15）。子どもに対

する考え方，見方が豊かに

なってきている (d16）。保

護者が思っている以外の見

方や考え方，子どもの姿を

知り，新しい発見になって

いる (d17）。

〔
今
後
の
希
望
，
課
題
な
ど
〕

時間の確保をし，制度や規

定を整える (a20）。情報共

有を行い，園と保護者で子

どもたちを一緒に育ててい

きたい (a21）。

アプリを活用し，家庭での

様子を共有できるようにし

たい (a22）。なぜ，作成し

ているかの意図をお互いが

理解，共有する必要性を感

じる (a23）。

活用の仕方について探る

(b22）。保護者に保育参加

をしてもらい，コミュニ

ティーを広げるための働き

かけとして展開する(b23）。

保護者自身が子育ての当事

者という意識が出てくるよ

うになる (b24）といい。結

果ではなく，子どもの学び

の過程や心の動きについて

保護者に理解してもらった

り，子育てについての不安

を解消してもらったりする

(b25）必要がある。

学園内にとどまらず，さま

ざまな発信をしていきたい

(c20）。

自分の子が写真に写ってい

るか否かではなく，その子

が活動に参加していると

き，横目で見ているときも

意味があり学びがあると捉

え，保護者の方と共有して

いる (c21）。

保育の中の会話で物事が決

まっていくことが多く，改

めて一日の中で作成時間を

設けるというのは考えてい

るところ (d18）である。

保育者は悩んで書いている

が，それ以上に気付き，残

るものがあると感じている

(d19）。園での子どもの生

き方 ( 面白さ ) が形として

残るのは素敵である(d20）。
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護者に伝わっていないと感じており，今後は共通理解のもと
で展開する必要があると感じている（a23）。加えて，保護者
に対してより保育参加を促し，ポートフォリオを作成し合え
る環境を必要としている（a21,22）。これらにより，ポートフォ
リオが多くの保護者にとって単なる子どもの姿を知る媒体と
してしかみなされておらず，ともに子どもを育てるための活
用は現状なされていないと考えられる。
　欠点としては作成の負担や時間の確保が挙げられている
（a12,13）。ポートフォリオの作成は子ども一人につき１年に
５回の頻度（a3）と他園よりゆとりがあるように思われるが，
Ａ園ではポートフォリオの他にもホームページに掲載する記
録等が多くある23）。ポートフォリオの内容を児童票作成に生
かすなどの工夫がみられるものの（a3），よりよいポートフォ
リオ作成のためにきちんとした作成の時間を確保し，制度を
改善する必要を感じている（a14,20）。
Ｂ園

　Ｂ園はＡ園同様パソコンでの作成後ファイリングをし，本
棚に設置して（b4,5），子どもが自分でポートフォリオを読
めるようにしている（b12）。子ども一人に対し毎月１枚作成
し（b6），保育者同士でポートフォリオを読み，学び合いに
つなげている（b17,18）。これは2008年のポートフォリオ導
入のタイミングで保育所保育指針が改訂されたことを踏まえ
（b1），保育者同士で十分な評価のための活用が行われている
と示唆される。
　子どもたちが成長する姿を，園独自の視点24）で捉えて記録
し（b10,11,14,15），保護者と共有している（b13）。Ｂ園は導
入の理由として保護者と一緒に子どもを育むことを挙げてい
るように（b3），保護者の保育参加を促し，支援するための
活用を大切にしていることがわかる（b8,9,23,24,25）。Ｂ園の
付近では同法人のプレイセンター25）が運営されており，保育
方針にテ・ファーリキの考え方が取り入れられているなど，
ニュージーランドの保育で大切にされている子どもを保護者
とともに育てる保育の実現のために，ポートフォリオを活用
していると考えられる。そしてそのきっかけとなったのが，
ニュージーランド視察であり（b2），OECDによる紹介があっ
たからだとインタビュー時に伺っている26）。実際の保護者の
姿は様々で（b19,20,21），活用の仕方については今後の課題
として挙げられている（b22）。具体的には，ポートフォリオ
を用いながらの三者面談の機会を検討している27）。
Ｃ園

　Ｃ園は４園のうち唯一デジタルアプリを導入しており
（c5），アプリで作成したものを印刷してファイリングし，本
棚に並べている（c6）。作成は月に一枚程度で，頻度に制限
はない（c4）。導入の理由として子どもの育ちをじっくり見
ていくことや（c1），子どもが自分の事を語るきっかけにな
ることを挙げているように（c3），子どものための活用を意
識していることがわかる（c7,11,12,13）。同時に，保護者と

子どもの育ちを可視化，共有し（c2,13），ポートフォリオを
軸にしてともに子を育ち合う関係性を構築しようと努めてい
る（c8,9）。
　また子どもの育ちを共有する対象を保護者に限らず，地域
や学園といった広い視野で取り組んでいるところがＣ園の特
徴である（c20）。このようなＣ園の関わりにより，保護者は
保育に関わる当事者意識をもち，子どもの姿を積極的に共有
する姿がみられる（c19）。
　Ｃ園の保育者たちは，ポートフォリオ作成のための時間「ノ
ンコンタクトタイム」28）を利用し，ゆとりをもって作成してい
る。しかし，少なからず時間の確保という点での大変さを感
じているようである（c17）。活用により保育者の考え方や見
方に柔軟さがみられるようになり（c14,15,16,18），子どもが
直接活動に参加していなくても意味や学びがあると捉えて保
護者と共有している（c21）。そして，子どもたちが今後どの
ような学びを展開するのか見通し，そのための保育者として
の関わりを考えながら作成している（c10）。ポートフォリオ
の作成を通して自己の保育評価を行っていると考えられる。
Ｄ園

　Ｄ園は，導入の理由として保育の評価においての活用可能
性を挙げている（d2,3）。元々公立の園を民営化する移行時
に導入しているため（d1），制度としてポートフォリオが初
めからある状況で保育が展開されている29）。独自のフォー
マットを開発していて（d4），年齢によって作成頻度を変え
ている（d5,6）。作成したポートフォリオは保育監査のため
に園でコピーを保管し，活用している（d7）。作成時間を確
保することに関して（d10），保育の特徴でもある流動性を大
切にするため，作成時間を設定することは現状考えていない
（d18）。実際は午睡の時間等を活用して作成している30）。子
どもの学びの姿をどう捉えて書きたいのか考えることを大切
にしており（d9），保育者がポートフォリオに価値を見出し
ていることがわかる（d19,20）。
　ポートフォリオを通して，保育者と保護者どちらにも子ど
もに対する気づきや発見がもたらされていて（d11,13），特
に保護者の姿が年々変わってきていると感じている
（d15,16,17）。子どもたちは本棚に並べられた自分のポート
フォリオを手に取り（d10），自分の幼少期について語るなど
自分の存在を認識している（d14）。

4.2　観点ごとの考察

導入の時期と理由

　Ｂ園とＤ園は保育指針の改訂が活用に影響している点が共
通している（b1）（d1）。各園，総合的にポートフォリオ活用
に対して可能性を見出したうえで導入しているが，活用で重
視している点が異なっている。例えば，Ｂ園は保護者との共
有（b3），Ｃ園は子どもの育ち（c1），Ｄ園は保育評価として
の活用に着目している（d3）。



写真１

写真２
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形態と内容

　各園，１カ月から約２カ月に一枚の頻度で作成している
（a2）（b6）（c4）（d5,6）。ポートフォリオを読むことで子ど
も自身が気づきや自信を獲得し，自己の姿を見つめなおすた
めに（a5,6,10）（c7,12），必ず子どもが手に取れる場所に設
置している（a1,8）（b5,12）（c6,11）（d10）。保育者はポートフォ
リオ作成を通して，子どもの学びを保護者に伝え共有しよう
としている（a9）（b8,13）（c9）。園によっては，共有を超え
て保護者が子育てに生かしたり保育に参加したりできるよう
試みている（b9）（c8）。
　また，各園の大切にしたい視点を踏まえ（a7）（b10,11）（c10）
（d9），子どもにとって大切な記録となるよう作成しているこ
とがわかる（b7）（d8）。
導入による気づきや今後について

　ポートフォリオ導入により，保育者や保護者が子どもに対
する見方を豊かにしていることがわかる（a15,17）（b18）
（c14,15,16,18）（d11,13,15,16）。保育者は作成する中で自身の
保育を振り返り他の保育者と学び合い（a11）（b17）（c13）
（d13），保護者は子への関わり方に生かしている（a16,19）
（c19）（d17）。Ａ園は保護者とともに子どもを育てるために，
アプリケーションの活用や共通理解の徹底を今後の課題とし
て挙げているが（a21,22,23），アプリケーションを導入して
いるＣ園やＡ園と同じくアプリケーションを使っていないＤ

園では入園時にポートフォリオについての説明を行う31）など

して共通理解のもと保護者と活用していることから，この課
題については解決できると推測される。
　しかし，どの園も挙げた作成時間の確保，そして作成の負
担に関しては（a12,13）（b16）（c17）（d12），Ａ園・Ｄ園の
公的書類と兼ね合う工夫（a3）（d7）やＣ園のノンコンタク
トタイム導入32）をもってしても，大きな課題となっている。

4.3　現地取材及び参与観察における補足的考察

Ｃ園

　参与観察で参加した際，普段の保育の中で，子どもたちは
本棚に並んだ自分のポートフォリオを手元にもってきて友達
と会話していた。家族のページを示して紹介したり，過去の
自分たちの姿を振り返ったりしていた（写真１，２）。これは，
気軽に手に取れる環境があることで見られた姿である。イン
タビュー内容の（c6,7,11,12,13）と関連性がみられる。
　そして，上記の子どもたちの姿がみられたとき，筆者は４

歳児のＹと関わっていた （表４）。Ｙが筆者に自身のポート
フォリオを教える姿は（y1），Ｙがポートフォリオを大切に
しており，自分のことを他人に伝えたいときに使えるものだ
と認識しているからだと考えられる。これは（c3,7,12）と関
連性がみられる。また，（y2,3）のような遊びの深まりと広
がりは，ポートフォリオがなければ見られなかった姿かもし
れない。過去の遊びが新たな学びを想起し，生み出した事例
である。これは，（c13）と関連性がみられる。



表４．ポートフォリオを通して遊びを深める事例　Ｃ園４歳児Ｙ

　他の子どもたちがポートフォリオを見ている姿を見たＹは遊びを中断し，「私の本はここにあるの。」と筆者を自分のポート
フォリオがある場所まで連れていき，自分の顔写真とひらがなで書かれた名前を指さしながら「これだよ。」と自身のポートフォ
リオについて教えてくれた（y1）。〈写真３〉筆者がポートフォリオを読み，その内容について質問すると，その時に感じたこ
とを語りだした。写真４はその時に実際に読んだストーリーである。〈写真４〉これを読んだＹは，「おかねとおさいふ，つく
る。」と言い同じものを作ろうとした。ストーリーでは紙をちぎって，小銭のようなお金を作っていた。しかし，この日のＹ

はより本物らしい小銭に近づけるため，はさみを用いて丸く切ることを楽しんだ（y2）。さらに紙幣も作り，財布は首から下
げられるように紐をつけるなど，ストーリーが作成された３カ月前からより具体的なイメージをもって形にしようとしていた
（y3）。〈写真５〉

名 前

園名

写真３

写真５

写真４
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表５．Ｄ園６歳児Ｎの母親へのインタビュー内容と結果

・入園してはじめてものがたりを読んだときに思ったこと感じたこと

　園がこどもを丁寧に見てくれていると感じた（n1）。
・現在，ものがたりに対して思うこと，気づき，初めて読んだときから変わったこと

　記録が残っていく。成長の様子を振り返ることができる。
　できるようになったことが，いつできたかなど長期的に記録されていく。家族の記録としても残る。
・ものがたりを通してお子さんに対する見方や考え方，園や保育者，保育についての考え方に変化はあったか

　子どものことを待てなかったけれど，待てるようになってきた（n2）。待ってあげたいという心持ちになった。
　子どものペースに合わせてあげたい。
・家庭に持ち帰ったときは誰と一緒に見るか　家庭のページを作成しているときの様子について
　家族みんなで見ている。写真を見たり話したり，家族の時間になっている。
・実際に保護者として印象に残っているものがたりとその理由

　 「祈り」（これです，とすぐに回答）リアルにその時の様子が伝わってくるし，知らなかった子どもの姿を知ることができる。
　 幼児はドキュメンテーションがあるものの，毎日の連絡ブックがないため，今日何となく何をやったかはわかるけれど，
　個々のことがものがたりからわかるので良いと思う（n3）。
・保護者目線のポートフォリオの良さについて

　忙しいから家庭では何も記録を作成できていないが，園での姿が残ることはいいし，振り返りにもなっている。
　園や保育者が子どもの個性を大切にしてくれていると感じられる。ゆとりがないと出来ないことだと思う。
　園が保育の在り方として考えていることや，子どものためにゆったりと時間をとることが大切であることがわかる（n4）。
・その他

　たいよう組（０歳児）から園に居る子はものがたりがたくさんあるので，うらやましいと思う。

家族からの
コメント

写真６

写真７
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　写真６は保護者作成のページである。保護者が作成する
ページがあることで，保護者は単に保育サービスを享受する
だけではなく保育参加する当事者であることが意識されるよ
うに，園側が働きかけていることがわかる。これは，（c8,19,20）
と関連性がみられる。
Ｄ園

　Ｄ園でも，写真７のように本棚にポートフォリオが並べら
れている。（d10）と関連性がみられる。参与観察中，筆者が
ポートフォリオを読んでいると，子どもたちが「ぼくのはこ

れ」「わたしはここに写真があって……」というように自分
のポートフォリオを見せに来る姿がみられた。これは（d14）
と関連性がみられる。ポートフォリオを通して自己の存在を
認識している。
　Ｃ園での参与観察時，保護者とポートフォリオの活用関係
に着目できなかった反省から，園長に許可を得て参与観察内
で６歳児のＮの母親に対しンタビューを行った33）（表５）。Ｎ

は２歳児からＤ園に通っており，20枚以上のものがたり34）

がある。年長児の中で所持する最大枚数に近く，Ｎの学びの
軌跡が充実していたためＮを対象児としている。Ｎの母はイ
ンタビューで，ポートフォリオから自身の子育てや考え方に
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影響があったことを述べている（n2）。また，園の考え方や
取り組みに賛同していることがわかる（n1,3,4）。これらは，
（d11,15,16,17）と関連性がみられる。
　写真８はＤ園独自のフォーマットを使用して作成されたＮ

のものがたりであり，Ｎの母親がインタビュー内で印象に
残っていると挙げたものである。子どもの姿を客観的に記述
し，園の保育方針をもとに設定された子どもを見る視点から，
子どもの学びを捉える。そして，ここでの学びのプロセスを
記述する流れになっている。園の保育方針や園として大切に
していることが保護者に伝わりやすく，（n1,4）のような発
言につながったと考えられる。

5. 総合考察

　各園ポートフォリオの活用にあたり，子ども，保育者，保
護者それぞれに良い影響がみられると感じ，活用を続けてい
る。子どもたちが自分の存在やアイデンティティを感じられ
ること（a6,10）（b12）（c3,7,11,12）（d10,14），保育者が自身
の保育の向上につなげられること（a4,11）（b17,18）（c14,15,16）
（d11,13,19），保護者が子どもへの見方を豊かにし保育の当事
者意識をもつことなどである（a15,16,17,19）（b13,24,25）
（c8,9,19）（d11,15,16,17）。ただし，各園で活用の目的意識が
異なっている。Ａ園やＢ園は保護者とともに子どもを育てる
ため（a21）（b24），Ｃ園は子どもたちが活用するため（c11,12），
Ｄ園は保育の評価のため（d3）の目的意識が強く，それぞれ
の園の望む保育観や課題に沿って活用されている。ポート
フォリオの活用は各園の実態に即して展開されていることが
わかる。
　Ｃ園・Ｄ園の現地取材では，子どもがポートフォリオを活
用し，子ども自ら学びを広げる姿（y2,3）やポートフォリオ
というアプローチから保護者が見方や考え方を豊かにする姿
があった（n2）。ポートフォリオの活用により，保護者が保

育参加の当事者として関わる姿勢が生まれている（n1,2,4）。
以上から，ポートフォリオは単なる保育評価としての活用だ
けでなく，保護者とともに子どもを育てるための活用可能性
が示唆された。

6. 今後の展望

　今回の取材対象はポートフォリオ活用実践を行うことで著
名な４園であるが，他にもポートフォリオを活用する園は存
在している。それら全ての園がラーニングストーリーの考え
を基盤にしているとは考えにくいが，独自に活用を続けてい
る園があると推測される。さらに取材を重ね考察する必要が
ある。
　本稿は，ラーニングストーリーの考えをもとにした日本に
おけるポートフォリオの活用に関する研究の予備的な考察で
ある。今後は本稿で示した活用実態をもとに，日本での実践
的な活用の在り方を見出していきたい。特に，保護者と協働
的な保育を展開する上での活用に着目していく予定である。
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ラム “Te Whāriki” に基づいた保育評価に関する研究─
Learning Storyと Kei Tua o te Paeに注目して─」，中国四
国教育学会 教育学研究ジャーナル，6：21‒30

 ポートフォリオに関する先行研究

 守 巧・松井剛太，2021，「保育現場の子育て支援における
e‒ポートフォリオの効果と導入可能性に関する研究」，
『こども教育宝仙大学紀要』，12：37‒45

 松 井剛太ほか，2018，「保育所の子育て支援におけるポー
トフォリオの活用─保護者の記述内容の分析を中心に
─」，幼年教育研究年報，40：23‒31

 高 畑芳美，2016，「親と子育ちを共有する『ラーニング・
ストーリー』の試み─子育て支援ルームにおける親子の
遊びの記録から─」，兵庫教育大学 教育実践学論集，
17：119‒129

13） 飯野祐樹，2009，「ニュージーランドにおける保育評価
に関する研究─Learning Storyに注目して─」，広島大学大
学院教育学研究科紀要，第三部，58：245‒251

14） 守巧・松井剛太，2021，「保育現場の子育て支援におけ
る e‒ポートフォリオの効果と導入可能性に関する研究」，

こども教育宝仙大学紀要，12：37‒45

15） 2021年８月24日にオンラインで取材。取材担当は，保
育士Ｔ。Ｔはニュージーランド現地で保育経験があり，ラー
ニングストーリーに詳しいため担当した。

16） 2021年９月９日にオンラインで取材。取材担当は，理
事長。理事長はニュージーランドでの保育視察を経験して
いる。

17） 2021年９月10日にオンラインで取材。取材担当は，園長。
18） 2021年９月18日にオンラインで，同年11月27日に現地
で取材。取材担当は，園長。

19） S・B・メリアム，堀薫夫・久保真人・成島美弥，2004，
「質的調査法入門─教育における調査法とケース・スタ
ディ─」，ミネルヴァ書房，pp. 104‒109

20） 注15）～18）参照
21） Ｃ園　2022年８月８日～10日の期間に現地取材。Ｄ園　

2022年９月12日～16日の期間に現地取材。
22） 注11）参照
23） Ａ園はポートフォリオの他にも，毎日発行の記録物，
ドキュメンテーションの作成等があり，作成物が多い。

24） Ｂ園の保育理念をもとに「心情・意欲・態度」の視点
から子どもの姿を捉えている。

25） プレイセンターとは，保護者が主導で運営する，保護
者教育を兼ねた子育て支援施設であり，ニュージーランド
では幼稚園や保育園と並んで保育施設として展開されてい
る。Ｂ園の社会福祉法人では法人としてプレイセンターを
展開し，保護者の学びや保護者同士の関わりの場を提供し
ている。

26） 注16）参照
27） 同上
28） ノンコンタクトタイムとは，子どもたちのいない場所
で作業をする時間のこと。

29） 新規導入として開園時からポートフォリオを展開して
いるのは，今回取材した園の中でＤ園のみである。

30） 注20）参照　参与観察時に取材済。
31） Ｃ園とＤ園では入園時にポートフォリオの活用方法や
その目的を保護者に向けて説明し，共通理解のもと展開し
ている。

32） 注28）参照
33） 注21）参照　参与観察中，取材許諾をいただいた保護者

２名に半構造的インタビューを園長同席のもと実施。うち，
Ｎ児の母親のインタビュー結果を本稿で使用する。

34） Ｄ園では一つ一つのストーリーを「ものがたり」と呼
んでいる。
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